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甲斐市立竜王南小学校 自己評価書 

 令和３年２月５日 (金) 作成 

  校長 「 野本 眞二 」  記述者 職名（教頭）「 飯塚 正規 」 

学校教育目標   「楽しい学校（楽校）の創造－やる気 こん気 げん気－」          

学校経営方針   

・「生きる力」をはぐくむ，教育課程の編成と実施 

・「確かな力」をはぐくむ，わかって楽しい授業の創造 

・思いやりの心や情操を培い，「豊かな心」をはぐくむ，居心地のよい学校（集団）の 

創造 

    ・たくましく生きるための「健康な体」をはぐくむ，健康・安全な生活と環境の創造 

    ・「信頼される開かれた学校づくり」の推進 

１ 全体評価 

 ○自己評価の結果は，高い水準にあるといえる。 

 全５５問中，肯定的評価（Ａ・Ｂ）が１００％となったのは，３５設問であった。さらに，５

２設問において，肯定的評価が９０％以上であることから，今年度も教育活動全体的に高い自己

評価の数値となった。しかし，「ややそう思わない」Cをつけた設問が２１設問みられ，昨年度

の１５設問より否定的評価が増えたことやⅢ 学習指導についての「１０ あなたは，ＡＬＴと

連携して，児童が興味関心をもつような外国語活動等を行っている。」でＤ回答が唯一あったこ

とも注視したい。 

 また，児童アンケートの結果では，２４設問中（勉強時間・就寝時間・読書時間・スマホの設

問以外）１８設問において，肯定的評価（Ａ・Ｂ）が８０％以上である。特に「先生はよく勉強

を教えてくれますか。」については，９７．７％で肯定的評価の最高値を示している。一方，Ｄ

回答とした児童の割合が５％以上であった設問が８設問あった。これは，本年度コロナ禍の生活

の中で子供達が昨年度までの安定した生活を送ったものとは異なっていることを表す。 

 保護者アンケートの結果では，２６設問中（睡眠時間・読書時間・スマホ等の時間以外）１４

設問において肯定的評価（Ａ・Ｂ）が８０％以上である。また，甲斐市の平均値と比較した場合，

「２１お子さんが今住んでいる地域の行事に参加していますか」について肯定的評価（Ａ・Ｂ）

が本校は７８.９％で甲斐市の６８.５％を大きく上回っている。 

２ 項目ごとの評価結果（達成状況・改善策） 

Ⅰ 学校教育目標に関して・学校経営について 

達

成

状

況 

学校教育目標・学校経営についての自己評価８設問中６設問で，肯定的評価（Ａ・Ｂ）１

００％となった。特に，「５ あなたの学校は，Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルで，教育活動が取

り組まれている。」「７ あなたの学校は，職場の福利厚生や健康管理について配慮がなさ

れている。」については，昨年度よりＡ評価の数値が特に向上している。 
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改

善

策 

自己評価結果から，「４ あなたは，学校の教育活動計画に基づき，実態に即した教実践

を行っている。」「７ あなたの学校は，職場の福利厚生や健康管理について配慮がなされて

いる。」にＡＢ回答が９７％となっている。児童や地域の児童や地域の実態に即した教育実

践を行うためには，さらに学年・ブロック間などでの綿密な連携を行う必要がある。また， 

教職員のメンタルヘルスケアには，セルフケア及びラインケアの充実をさらに充実させいく 

必要がある。 

Ⅱ 学校運営について（保護者用アンケート等も含めて） 

達

成

状

況 

自己評価では，１２設問中７設問で肯定的評価（Ａ・Ｂ）が１００％となっている。

特に，「３ あなたは，個人情報保護・情報セキュリティの観点から，諸表簿や文書，記憶

媒体を適切に管理・活用している。」「１１ あなたの学校は，児童の健康管理について配

慮がなされている。」「１２ あなたは，職場における教職員の服務について気をつけてい

る。」は，昨年度よりＡ評価の数値が向上している。ここから，コロナ禍において校長の指

導のもと，職員の危機管理や服務規律の維持に対しての意識が向上していることが挙げられ

る。また，教職員全体で教育課程全般及び教育活動内での児童への健康管理への指導や細や

かな配慮を心がけていることもうかがえる。 

一方，保護者アンケート「１ お子さんにとって，学校は楽しいところだと思う。」９

３．４％，「４ 学校（学年・学級）だより，ホームページなどから教育活動の様子を知る

ことができる。」９１．４％，「６ 授業参観や学校開放日などは，子どもの様子を知る機

会になっていると思う。」９０．３％などの学校運営に関わる質問に対して，肯定的評価（Ａ・

Ｂ）が９０％以上の数値を得ている。これらは，コロナ禍の制限が多い現在の状況において，

現状の中での学校運営に良好な結果となり，理解を得ていると捉えることができる。 
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改

善

策 

「９ あなたは校務支援システムを十分活用できていますか」という設問に対してＣ評価

が１６．７％である。本年度から導入されたこのシステムに不安や不慣れな教職員があるこ

との表れである。学校として，研修の充実及び教職員の意識改革への対応を行い,より機能

的に行われるように努めていく。 

 

Ⅲ 学習指導について（児童生徒用及び保護者用アンケート等も含めて） 

達

成

状

況 

自己評価では，１０設問中４設問において肯定的評価（Ａ・Ｂ）が１００％である。残り

の「１０ あなたは，ＡＬＴと連携して，児童が興味関心をもつような外国語活動等を行っ

ている。」以外全てが９０％以上の肯定的評価を得ており，概ね達成できている。 

若手教職員が多い中で，「やまなしスタンダード」を意識したり，「主体的・対話的な深

い学び」を目指す校内研の成果を活かしたりしながら，授業改善に取り組んでいることがわ

かる。 

保護者アンケートでは，「８ 学校は熱心に授業に取り組んでいると思う。」の肯定的評

価が９１．６％と昨年度よりもさらに高い評価を得ている。 

また，児童アンケートの結果から，「１６ 宿題を忘れずにしていますか。」が９２．８％

で昨年度より４．９％上昇した。これは，校内研でのワーキンググループで進めている家庭

学習週間の設定や家庭学習計画表の作成による保護者との連携が強まったためと考えられ

る。 
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改

善

策 

 

 児童アンケートの「８ 外国語の授業は好きですか。」の肯定的評価は６６．３％である。

「６・７ 国語・算数の授業内容はわかりますか。」の肯定的評価は９０％以上であったこ

とと比較すると顕著な結果となった。さらに，自己評価「１０ あなたは，ＡＬＴと連携し

て，児童が興味関心をもつような外国語活動等を行っている。」においても否定的評価（Ｃ・

Ｄ）１８．２％であった。児童・教職員の中に外国語科・外国語活動への不安を感じている

者が多い。外国語専科・ＡＬＴとの連携を深める時間等の確保等の課題を解決したい。 

Ⅳ 生徒指導について（児童生徒用及び保護者用アンケート等も含めて） 
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達

成

状

況 

生徒指導についての教職員自己評価は，設問８問全てにおいて肯定的評価（Ａ・Ｂ）が１

００％となった。 

 昨年度は，「２ あなたは，児童生徒の規範意識をはぐくむ指導に取り組んでいる。」

と「３ あなたは，生き方教育（キャリア教育・進路指導など）を児童生徒の実態に応じて

行っている。」が１００％でなかったので，今年度は改善を図ることができたといえる。 

  保護者アンケートでは，「７ 学校は，子ども達の間違った行動などに対して，指導して

いると思う。」において，肯定的評価（Ａ・Ｂ）が８５．４％となり，昨年度並みの高い数

値となった。 

  児童アンケートでは，「１２ こまったことがあったら，相談できる先生がいますか。」

では，肯定的評価が昨年度より４．５％減少しているが，８０％以上の高い評価を得ている。

また，「１５ 清掃活動をしっかりしていますか。」は，９５．２％と昨年度以上に高い肯

定的評価を得ている。これは，児童会活動の無言清掃の取り組みの成果であり，集中して清

掃活動を行うことへの意識の向上が考えられる。 
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改

善

策 

児童アンケートでは，「２５ 将来の夢や希望を持っていますか。」の数値が昨年度より

４．４％減少している。これはコロナ禍において，子ども達にとって先が見通せない世の中

や将来への不安感の表れだと考えられる。そこで，児童の将来に向けて夢や希望が持てるよ

うなキャリア教育・生徒指導を教師と保護者が共に協力して取り組んでいくように努めてい

く。 

Ⅴ 地域との連携について 

達

成

状

況 

地域との連携についての自己評価９設問中４設問で，肯定的評価（Ａ・Ｂ）が１００％

であった。その他の設問においても肯定的評価の数値は高かった。特に「２ あなたは，保

護者や地域の願いに応えるため，学校に対する要望等を聞くなどの機会を設け，情報収集を

行っている。」に関して肯定的評価が昨年度より６％大きく上昇した。これは，コロナ禍に

おいて保護者や地域住民の声に積極的に耳を傾けることを組織的に行った結果と考える。 

一方，保護者アンケートでは，「１１ ＰＴＡ活動に参加していますか」の肯定的評価が

７５．７％，「２３ 学校は保護者・地域との連携に力を入れて取り組んでいると思う。」

の肯定的評価が７６．７％と昨年度よりそれぞれ２．４％・１．９％の減少となった。これ

らの結果から，教職員と保護者の意識の相違が感じられる。 
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改

善

策 

上で挙げた教職員と保護者の意識の相違の差は，コロナ禍における教育活動やＰＴＡ活動

が様々な制限を受けていることも１つの要素となっている。コロナ禍では，地域における

学校の役割は大変重要であり，地域の願いをくんだ教育活動が求められている。その為に

は，保護者や地域の要望に迅速かつ丁寧に対応することを全教職員が一丸となって取り組

むことを目指していく。そこで，常に教職員間での連携や情報共有に努めていく。 

Ⅵ 学校の特色に関して 

達

成

状

況 

学校の特色に関する８設問中５設問で肯定的評価（Ａ・Ｂ）が１００％であった。「１あ

なたの学校は，児童が進んで挨拶するよう，指導を努めている。」において肯定的評価（Ａ・

Ｂ）が９７％と昨年度より３．１％上昇した。これは，児童会活動での挨拶運動であいさつ

の木の取り組み・小中連携での挨拶運動のなどが定着化したことが挙げられる。「８あなた

は，子どもたちに食育を生かした給食指導に努めている。」に関しては，微減ではあるがほ

ぼ昨年度と同数の肯定的評価（Ａ・Ｂ）である。 
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改

善

策 

「５ あなたは，児童が自分の考えを発表できるように指導に努めている。」が昨年度は，

肯定的評価（Ａ・Ｂ）が１００％であったが，今年度は９６．３％と３．７％の減少となっ

た。コロナ禍の中で話し合い活動が制限されることに起因する。来年度は，校内研究で「主

体的・対話的な深い学び」の研究をさらに充実させていく必要があると思われる。 

食育については，カリキュラム・マネジメントの視点から改善を図り，栄養士と担任が日

常的に連携して食育の推進を進めていく。給食委員会として，給食集会で食育を全校に推進

するなど具体的に取り組んでいく。 

３ まとめ 

 <成 果> 

・教職員の自己評価では，どの項目も肯定的評価が高く，全体的に達成できている。全教職員が

学校教育目標達成に向かい，校長の学校経営方針の下に共通理解をして教育活動にあたってい

ることが確認できた。児童・保護者アンケートにもその成果が反映されていた。 

  

 <課 題> 

・ ・児童アンケート「１８ 月曜日から金曜日までは，家や図書館などで，一日あたりどのくらい

の時間，読書をしますか」の肯定的評価が２７．２％で甲斐市平均３１．３％より低い数値とな

った。児童の言語能力の育成を図る為，国語科を中心としながらも学校図書館を中心とした読書

活動の充実が必要である。今後は，読書の習慣をさらに身に付ける為に，学校と家庭で連携した

取り組みに努めていきたい。 

児童・保護者アンケートを含め努力していく事項としては，児童アンケートの「８ 外国語の

授業は好きですか。」に代表されるように，教職員の自己評価結果とも共通して改善策が必要と

される。また，「１０ 人前でしっかりと自分の意見を言うことができますか。」については，

校内研とも関連するため，授業力向上に向けて研修・研究を深めていく必要がある。 

保護者アンケートの「２１ お子さんは今住んでいる地域の行事に参加していますか。」でＤ

回答する保護者が多くなった。これは，コロナ禍による行事の中止による影響が考えられるが，

この状況下だからこそ，学校が地域の核としての役割を担う必要がある。そこで，保護者・地域

住民の情報収集をしつつ，教育活動へ反映させていくことも積極的に行っていく。 

 


